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リリース時期

■2016年12月リリース

■ダウンロードにて順次提供開始
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TerraMapは、皆さまにご愛好頂き、誕生15年目 を迎えました！

計算式の保持

ドット一括設定の追加

ラインなしT.Aのシンボル集計機能対応

介護圏レポート※オプション シンボル選択無し出力に対応

その他、拡張機能について

その他、TerraMap全シリーズ共通化対応

その他、TerraMap 2016での主な変更点

行政界・町丁目メンテナンス

拡張

拡張

New

New
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計算式保持

計算した値を保持して集計などに活用していたものを、TerraMap全シリーズ共通仕
様へ統一するため、計算式自体の保持へと変更されます。

比率などの割合を計算した際に「集計値」表示した場合、従来の詳細値の加算方式
ではなく、計算した値が表示されるようになります。

拡張

計算した比率 計算した比率

詳細値の合算 集計値の比率

TerraMap2016 TerraMap2017
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ドット一括設定の追加

ドット密度設定の際に、一括設定が可能になりました。

New

一括変更が可能です

解除も1画面内で管理
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ラインなしT.Aのシンボル集計機能対応

シンボル集計画面で行政界T.A、つまり円などのラインがないT.Aでも集計が可能に
なりました。

New

作成した「行政界T.A」で
シンボル集計を実施
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介護圏レポート※オプション シンボル選択無し出力に対応

介護圏レポート（※要介護認定者数推計データに付随するレポート）の出力の際、介護施設シンボル
データの出力設定が従来は必要でした。

最新バージョンではシンボルデータを未選択でも出力できるようになりました。

拡張

シンボル無しの単体でも
出力が可能になりました。

シンボル集計の例
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その他、拡張機能について

オフィシャル統計データの保存先変更

いままで統計データは固定フォルダにインストールが行われていました。

今後は保存先を任意の場所へ変更することが可能になりました。

TerraReportBasicで多次T.Aでの市区町村、都道府県の対応

出力対象T.Aの集計単位が市区町村・都道府県で多次T.Aの場合、2次以降の集計値
が出力できるようになりました。

その他、2016(Ver14)時に対応した主な変更点、機能改善点は以下となります。

・T.A情報一括出力で、該当レイヤが使用できない環境での処理を変更しました。

・シンボル集計処理のレスポンスを改善しました。

・介護圏レポート出力処理のレスポンスを改善しました。

New

拡張
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2016年 新規リリースオプションデータ

●貯蓄推計データ
貯蓄現在高の詳細を地域平均値で把握可能に！

貯蓄額の多い世帯は、マーケティングにおいて重要なターゲットとなります。シニアなど年収ではわからな
い「購買力」の把握が可能となり不動産販売、銀行、信金、信組、生保、カーディーラー等のさまざまな
マーケットで活躍しているデータです。販売促進はもちろん店舗開発や顧客分析にもご活用いただけます。

平成26年全国消費実態調査と、平成26年度 市町村別決算状況調の歳入内訳、および、国勢調査に基づく世帯
主の年齢別世帯比率数を元にして、貯蓄額の詳細について一般世帯数で地域平均値を算出しています。

●自動車保有台数（自検協）データ
自動車検査登録情報協会が保有する乗用車の保有台数データです。自動車検査登録情報協会が管理する大字
データはもちろん、大字データを世帯按分した町丁目データも搭載しております。

国産車と輸入車にも分かれており、車に関連するマーケティングはもちろん、富裕層などの分析にもご活用
頂いております。
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行政界・町丁目メンテナンス

※市区町村は2016年12月末実施分まで、町丁目は2016年6月発表分まで。
※記載事項は2016年12月現在のものです。内容については予告なく変更する場合がございますので、ご了承ください。

【新設・変更のあった町丁・字】 ※以下表に記載のない新設・変更地域も一部あり。

町丁目の新設・変更のあった地域を
色塗り表示しています。
TerraMap 2017は対応済みです。

★2016年は全国で約 200 以上 の町丁目が新設・変更されています。

正確なエリアマーケティングを行なうには、当然、正確な地図データ（行政界・町丁目）が必要です。
マップマーケティング社では、各自治体の区画整理などで毎年変わる地図データ（行政界・町丁目）を毎年メンテナンスしており、
保守サービスとしてユーザ様は無料で更新しています。

■行政界（ぎょうせいかい）とは―
行政機関の権限の及ぶ範囲として定められた区画です。
基本的な構成としては、まず都道府県の下に、市区町村が置かれています（市の中でも、政令指定都市には区が置かれます）。
そして、その市区町村の下に、さらに大字、町丁目などに細分化されていきます。

■町丁目（ちょうちょうもく）とは―
「富士見町3丁目」「広尾1丁目」など「●丁目」で表わされることが多く、エリアマーケティングにおける行政界の最小単位。
出店の際の商圏調査(特に小商圏および駅前立地の店舗)、ハフモデル分析、顧客のマッピングやシェア分析、
また、ポスティングなど販促エリアの選定には、必ず使用する行政界です。

【市区町村の変更】宮城県黒川郡富谷町


